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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１階から３階まで形成された建物本体と、この建物本体に１階から３階にかけて連続し
て設けられ、相互に間隔をおいて対向し建物本体より突出した形態で立設された複数の外
壁と、これら外壁間の、１階に設けられた第１の梁と、２階に設けられた第２の梁と、３
階に設けられた飾り梁である第３の梁とが３階建ての建物の正面に配置された壁式構造の
建物であって、
　前記第３の梁は、前記第１の梁および前記第２の梁よりも梁成が小さく形成されて前記
外壁の先端付近に設けられ、前記第３の梁下には外部に開放した開口部が設けられ、前記
建物の３階にバルコニーが設けられ、そのバルコニーの上方に上部開口部が設けられ、前
記上部開口部は、前記第３の梁と、この第３の梁と対向配置された建物本体の外壁と、前
記第３の梁および前記外壁間に設けられた支持材とによって形成された格子状の吹き抜け
構造となっていることを特徴とする３階建て壁式構造の建物。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、壁式構造の建物に関し、特に、デザイン性に優れた建物の技術に関する。
【０００２】
【背景技術】
【０００３】
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従来、建築物の構造方式の一つとして、パネル工法のように、壁体や床体など平面的な構
造体のみで建物を構成する壁式構造が知られている（例えば、特許文献１参照。）。そし
て、この壁式構造により構築される建物は、面で荷重を支持する箱形の構造であるため、
頑丈で耐震性に優れ、機密性や断熱性等が高い。加えて、多くの工程を工業化することが
できるため、工期の短縮や住宅品質の均一化等を図ることが可能であるという長所を有す
る。
【０００４】
一方、近年では木造３階建て建物の認可に伴い、敷地や居住空間の有効利用を図るために
３階建て住宅の需要が増えつつある。このような３階建て住宅においては、高品質化に加
えて大型化や高級化が進み、それに対応して、建物内部のみならず、外観の重厚感や開放
感などを持たせることが重要な要素となっている。
【０００５】
【特許文献１】
特開２００１－１５２５４８
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来の木造２階建て住宅の技術を用いて３階建て住宅を建築した場合、建
物の構造強度を確保するために外観の重厚感や開放感、さらに斬新なデザイン性を持たせ
ることが困難であった。また、３階建て建物では延べ面積が２００ｍ２を超えると、階段
およびその他の部分を防火区画する準耐火構造とする必要性がある（建築基準法）。一般
的に住宅にはバルコニーが設けられていることが多く、例えば、３階部分にバルコニーを
設ける場合は、バルコニーに所定の高さ寸法の開口部を設け、準耐火構造とする必要性が
ある。このような様々な観点から、上記のような外観の重厚感や開放感および斬新なデザ
イン性にも配慮した上で住宅を構築していくことは大変困難であった。
【０００７】
本発明は、３階建て建物においても、建物の重厚感や開放感に加え、斬新なデザインを付
与することができ、居住空間を有効利用できる壁式構造の建物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　　本願発明は、１階から３階まで形成された建物本体と、この建物本体に１階から３階
にかけて連続して設けられ、相互に間隔をおいて対向し建物本体より突出した形態で立設
された複数の外壁と、これら外壁間の、１階に設けられた第１の梁と、２階に設けられた
第２の梁と、３階に設けられた飾り梁である第３の梁とが３階建ての建物の正面に配置さ
れた壁式構造の建物であって、
　　前記第３の梁は、前記第１の梁および前記第２の梁よりも梁成が小さく形成されて前
記外壁の先端付近に設けられ、前記第３の梁下には外部に開放した開口部が設けられ、前
記建物の３階にバルコニーが設けられ、そのバルコニーの上方に上部開口部が設けられ、
前記上部開口部は、前記第３の梁と、この第３の梁と対向配置された建物本体の外壁と、
前記第３の梁および前記外壁間に設けられた支持材とによって形成された格子状の吹き抜
け構造となっていることを特徴とするものである。
【０００９】
このような本発明によれば、建物の重厚感や開放感に加え、斬新なデザイン性を設けるこ
とができる。すなわち、この建物には建物を支持する梁として第１の梁、第２の梁が設け
られているが、それらの梁を建物の正面に配置することで、外壁だけの均一な外観形状よ
りも美観を向上させることができる。また、第３の梁は、第１の梁および第２の梁よりも
梁成が小さく形成されていることにより、第３の梁下に設けられた開口部をより大きく形
成することができ、開放感の向上を図ることが可能となっている。
【００１０】
前記開口部の高さが１ｍ以上に設定されていることが望ましい。このように形成した場合
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、開口部を高くすることができ、開放感およびデザイン性をより向上することができる。
また、延べ面積２００ｍ２以上の３階建て建物における非常用開口として準耐火構造に対
応した建物とすることができる。
【００１１】
前記第３の梁は飾り梁であることが望ましい。このように形成した場合、デザイン性をよ
り一層、向上させることができる。すなわち、この第３の梁は建物の３階に配置されてお
り、第３の梁に対しては荷重が加わらない構造となっている。したがって、梁としての機
能を持たせなくてもよく、飾り梁を設置することで、建物全体のバランスおよび美観に十
分に配慮された建物を形成することができる。
【００１２】
　前記複数の壁は建物よりも突出して設けられ、その壁の先端付近に第３の梁が架設され
ているので、重厚感およびデザイン性に優れた建物とすることができ、空間を有効利用す
ることも可能となるため、居住性の格段の向上を図ることができる。すなわち、複数の壁
は建物から突出しているため、その突出部分を利用してバルコニー等を設けることができ
る。この突出した形状は立体的な空間を形成することとなり、斬新なデザインを生み出す
ことができる。また、壁の先端付近に第３の梁を架設することにより、より立体的に形成
されるため、美観に優れた構造となっている。
【００１３】
　前記建物の３階にバルコニーが設けられ、そのバルコニーの上方に上部開口部が設けら
れているので、開放的な空間が形成され、デザイン性の向上を図ることができる。
【００１４】
すなわち、建物の最上階となる３階部分のバルコニーの上方に上部開口部を設けることに
よって、快適かつ開放的なバルコニーを形成することができる。また、上部開口部は吹き
抜けとなっているため、美観形成に十分に配慮された構造となっている。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して説明する。
図１は住宅の斜視図であり、図２は住宅の３階間取り図であり、図３は上部開口部を示す
平面図である。
この実施の形態では、本発明を３階建て住宅に適用した例を示す。
【００１６】
これらの図において、住宅は全体として符号Ｔで示している。この住宅Ｔは壁式構造の建
物であって、壁や床、屋根といった各部材を予め工場にてパネル化しておき、施工現場で
これらのパネルを組み立てることにより、住宅を構築するといったパネル工法により建築
された３階建て住宅である。
【００１７】
まず、住宅Ｔの外観構造を説明する。この住宅Ｔは１階から３階まで形成された建物本体
Ｔ１と、その建物本体Ｔ１に連続し、１階から２階まで形成された建物本体Ｔ２によって
構成されている。また、図示しないが建物本体Ｔ１上には、屋根が設けられている。建物
本体Ｔ１は１階から３階にかけて連続し、相互に間隔をおいて配置した複数の外壁１が設
けられ、その外壁１は建物本体Ｔ１より突出した形態で立設されている。外壁１の端部に
は外壁１の厚さよりも厚く形成された角柱部２がそれぞれ設けられている。
【００１８】
建物本体Ｔ２は、１階にポーチ１３および２階にサービスバルコニー１４が配置されてお
り、１階から２階にかけて連続し、建物本体Ｔ２より突出して設けられた外壁３が立設さ
れている。外壁３の端部には外壁３の厚さよりも厚く形成された角柱部２ｂが設けられて
いる。また、ポーチ１３の上方に支持梁４ｂおよび支持梁５ｂが設けられ、支持梁４ｂの
上部には手摺パネル９ｂが設けられている。この外壁１および外壁３は、タイル状に加工
されたサイディング材Ｓが貼設されている。
【００１９】
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建物本体Ｔ１の１階には、支持梁４（第１の梁）が設けられ、２階には支持梁５（第２の
梁）が設けられ、３階には飾り梁６（第３の梁）が設けられている。飾り梁６は外壁１間
に架設され、支持梁４および支持梁５よりも梁成が小さく形成されている。また、飾り梁
６の梁下には外部に開放した開口部Ｋが設けられている。この開口部Ｋの高さは約１ｍと
なっている。
【００２０】
したがって、住宅Ｔに開放感を持たせることができるとともに、斬新なデザインが形成で
きる。すなわち、支持梁４，支持梁５および飾り梁６を住宅Ｔの正面側に配置することに
より、見た目が良好となり、外壁のみの均一な外観形状よりも美観を向上させることがで
きる。さらに、外壁１および外壁３よりも厚く形成された角柱部２，２ｂを設けることに
より、必要な構造強度が確保することができる。
【００２１】
また、飾り梁６は支持梁４および支持梁５よりも梁成が小さく形成されていることにより
、飾り梁６の梁下に設けられた開口部Ｋをより大きくすることができ、開放感を一層向上
させることができる。さらに、支持梁４および支持梁５の厚みに比例し、角柱部２が外壁
１よりも厚く形成されているため、建物全体のデザインが調和され、重厚感があり、豪華
な雰囲気の建物とすることができる。
【００２２】
また、上述した開口部Ｋの高さを約１ｍと設定していることで、延べ面積２００ｍ２以上
の３階建て建物においても、開口部Ｋを非常用開口とすることができ、準耐火構造に対応
した建物とすることができる。
【００２３】
この飾り梁６は、建物本体Ｔ１よりも突出して設けられ、外壁１の先端に設けられた角柱
部２間に架設されている。この外壁１のように突出した形状に飾り梁６を架設することに
より、立体的な空間が形成され、重厚感を持たせることができ、居住空間の有効利用を図
ることもできる。
【００２４】
さらに、この飾り梁６は住宅Ｔの３階に配置されているため、飾り梁６に対しては荷重が
加わらない構造となっている。つまり、１階および２階部分に支持梁４および支持梁５が
架設されているため、建物全体としてのバランスや美観を考慮すると、３階部分に飾り梁
６を架設することが美観形成に効果的であり、より斬新なデザインが形成された建物とす
ることができる。
【００２５】
また、住宅Ｔの２階にはインナーバルコニー７が設けられ、３階にはオープンバルコニー
８が設けられている。インナーバルコニー７およびオープンバルコニー８は透明ガラスに
よって形成された手摺パネル９がそれぞれ立設されている。オープンバルコニー８の上方
に上部開口部１０が設けられている。このオープンバルコニー８の正面側には、上述した
高さ約１ｍの開口部Ｋが設けられているため、開放的な空間が形成されるとともに、準耐
火構造に対応した構造となっている。
【００２６】
図３に基づいて、上部開口部１０の構造を説明する。上部開口部１０は、各外壁１の先端
に設けられた角柱部２間に架設された飾り梁６と、その飾り梁６と対向配置された外壁パ
ネル１２と、飾り梁６および外壁パネル１２間を支持する２本の支持材１１とによって枠
状に開口部が形成されている。この上部開口部１０は、開口が三ヶ所に分割されて形成さ
れた格子状の吹き抜け構造となっている。
【００２７】
したがって、上部開口部１０およびオープンバルコニー８は開放的な空間が形成されるこ
ととなり、また、デザイン性の向上を図ることができる。さらに、上部開口部１０が設け
られていることで、十分な採光性を確保することもでき、また、重厚感のある造りのなか
でも建物上部に開放感のある構造を設けることにより、見た目にも快適で洗練されたデザ
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【００２８】
【発明の効果】
以上のように、本発明によれば、３階建て建物においても、建物の重厚感や開放感に加え
、斬新なデザインを形成できる。つまり、飾り梁６の梁成を支持梁４および支持梁５より
も小さく形成することにより、開口部Ｋをより大きく形成することができ、外壁１を建物
本体Ｔ１よりも突出させることで、居住空間の有効利用を図ることができ、外壁１よりも
厚く形成された角柱部２を設けることで、住宅Ｔに重厚感をもたせることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態に係る住宅を示す斜視図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る住宅の３階間取り図である。
【図３】本発明の実施の形態に係る上部開口部を示す平面図である。
【符号の説明】
１，３　　外壁
２，２ｂ　角柱部
４，４ｂ　支持梁
５，５ｂ　支持梁
６　　　　飾り梁
７　　　　インナーバルコニー
８　　　　オープンバルコニー
９，９ｂ　手摺パネル
１０　　　上部開口部
１１　　　支持材
１２　　　外壁パネル
１３　　　ポーチ
１４　　　サービスバルコニー
Ｋ　　　　開口部
Ｔ　　　　住宅
Ｔ１，Ｔ２　建物本体
Ｓ　　　　サイディング材
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